
心配・・・。そんなときは「教育支援センター」もあります。
　各市町村では、不登校児童生徒の社会的自立に向けた支援を行うため、学校以外の学びの場として「教育支援センター」を設置して
います。児童生徒の在籍校と連携を図りながら、児童生徒の実態に応じて、個別カウンセリングや教科指導、集団活動などを行うとと
もに、不登校に関する保護者などからの相談にも応じています。

43市町村で設置されています（令和５年４月現在）
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水戸市笠原町978-５　水戸市総合教育研究所内
笠間市美原３-２-11　笠間市こども育成支援センター内
ひたちなか市東石川１-１-１　ひたちなか市教育研究所内
常陸大宮市野口1337　常陸大宮市教育支援センター内
那珂市戸2297　教育支援センター内
小美玉市中台559　農村環境改善センター２階
小美玉市小川234番地１　元気っ子幼稚園内
茨城町小堤1037-１ 茨城町総合福祉センター内
大洗町磯浜町6881-192  大洗町教育センター内　
城里町石塚1428-１　コミュニティセンター城里２階
東海村船場774番地５　東海村立図書館併設東海村教育支援センター
大子町池田1805－１　大子町立池田集会所２階
日立市末広町１-１-４　日立市立多賀図書館４階
日立市神峰町１-６-11　日立市教育プラザ３階
常陸太田市新宿町1299　旧誉田幼稚園
高萩市本町１-208　高萩市役所第２分庁舎
北茨城市磯原町本町２-４-16　地域福祉交流センター２階
鹿嶋市宮中1998-２　鹿嶋市教育センター内
潮来市堀之内1664　旧牛堀第二小学校
神栖市奥野谷6405-１　第２松風荘内
神栖市矢田部3024
行方市繁昌212番地
鉾田市徳宿1261番地１　鉾田市生涯学習館「とくしゅくの杜」（旧徳宿小学校）内
土浦市宍塚1478
石岡市若松１-11-18　石岡市立府中小学校２号館２～３階
龍ケ崎市馴馬町2445　龍ケ崎市教育センター内
取手市戸頭８丁目10番１号　取手市教育総合支援センター
牛久市猪子町779　
つくば市沼田40-２　つくば市教育相談センター内 
守谷市板戸井2418　もりや学びの里内
稲敷市佐倉1356-１　稲敷市教育センター内
つくばみらい市福田195番地　（Ｒ５年度中に移転する場合あり）

かすみがうら市中佐谷1250　第一常陸野公園内
美浦村受領1470　光と風の丘公園クラブハウス内
阿見町若栗1838-24　阿見町教育相談センター内
河内町源清田1942　河内町役場みずほ分庁舎　河内町教育委員会内
利根町下曽根278-１　利根町図書館内
古河市鴻巣399番地１　古河公方公園（古河総合公園）管理棟内
古河市駒羽根620番地　ネーブルパーク内
古河市仁連2228番地７　三和地域福祉センター敷地内
筑西市下中山732番地１　　筑西市下館武道館３階
筑西市舟生1040番地　関城支所内３階
筑西市海老ヶ島2198番地２　　筑西市海老ヶ島集会所内
筑西市久地楽260番地　多目的研修センター内
結城市結城1745-１　結城市立公民館北部分館内
下妻市鬼怒230　千代川庁舎南棟　（R５秋より移転予定　下妻市古沢34-１）

坂東市辺田679　
桜川市羽田1028番地１　大和体力増進センター内
常総市新石下2011
八千代町大字菅谷1027　中央公民館３階
境町上小橋540　文化村公民館内
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うめの香ひろば
教育支援室「ここから」
いちょう広場
あゆみの広場
ひまわり教室
パステルおみたま
ハーモニーおみたま
とんぼのひろば
すくすくなぎさ
うぐいすのひろば
たんぽぽくらぶ
山びこひろば
ちゃれんじくらぶ多賀教室
ちゃれんじくらぶ日立教室
かわせみくらぶ
萩のひろば
ふれあい広場
ゆうゆう広場
のびのびルーム
いきいき神栖
すくすく波崎
教育支援センター「ポプラ」
すずらんルーム
ポプラひろば
あすなろ
夢ひろば
ひまわり
きぼうの広場
つくしの広場
はばたき
おおぞら
なのはな
ひたちの広場
だんだんルーム
やすらぎの園
みどりの広場
とねっ子ひろば
はなももルームこが
さるびあルームそうわ
こすもすルームさんわ
教育支援センター下館
教育支援センター関城
教育支援センター明野
教育支援センター協和
フレンド「ゆうの木｣
スクールサポートセンター
ひばり
さくらの広場
かしのきスクール
けやきの家
境町フレンドスクール
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つ く ば 市
守 谷 市
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坂 東 市
桜 川 市
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設置市町村名 設置場所 電話番号 開設曜日教育支援センター名（適応指導教室名）

希望に満ちた中学校生活がスタートしました。
新しい教科書を手に、新しい友達に囲まれて、

これからの中学校時代は心も体も大きく成長する時期です。
この時期を、お子さんが有意義に過ごすことができるよう、

家庭でのかかわりを大切にしていきましょう。

茨城県教育委員会

思春期の
子どもの　　 に
寄り添うために

心

　思春期とは、体も心も大きく変化する時期です。
　体や心の急激な変化は子ども自身にとっても、大きな心の負担になります。思春期の子どもたちは
もやもやした気持ちを抱えていたり、イライラしているように見えたりすることがあります。
　また、思春期は第二次反抗期と言われることがあります。反抗的な態度は、子どもたちが自立の
過程にあるからこそ生じるものであり、成長のあかしと言えるでしょう。

月～金　火～金
(長期休業中）

思春期とは

　思春期の始まりは、第二次性徴と呼ばれる体の急激な変化によって始まります。
　子ども自身もその変化にとても戸惑います。成長には個人差が大きいため、自分の体や容姿に意識
が向き始める時期です。
　体が性的に成熟するにともない、性的な関心が大きくなります。子どもによっては、身体の性に違和
感をもつ場合もあります。そうした場合には、自分の体に嫌悪感を感じて、人知れず悩んでいることも
あります。

体の変化

　思春期になると、子どもたちは、物事を客観的に見ることができるようになり、自分と自分以外の人と
の違いが意識されるようになります。
　「自分とは何か？」と自分自身について考えるようになり、周囲の人からどのように見られているのか
ということを気にする子どもが増えます。人の目や評価がとても気になり、人との関わりに強い緊張や
苦痛を感じることもあります。
　思春期は、子どもたちにとって、自分自身のことが自分でもよく分からない時期です。自分でも自覚で
きない悩みや心の不調が頭痛や腹痛、吐き気などの体の症状として現れる子どももいます。
　さらには、自分自身を傷つけてしまう子どももいます。

心の変化

　対人関係も大きく変化します。
　思春期の子どもは、友人関係のなかで成長していきます。友人関係は、単なる遊び仲間・話し相手
から、趣味や価値観の合う友人、自分のことを理解してくれる友人など、より深く親密な関係性を求め
るようになります。
　思春期の子どもが友だちのことで悩むのは、子どもが着実に成長しているあかしでもあります。とは
いえ、友だちとのかかわりで精神的に疲れることもあります。
　思春期には異性とのかかわり方も変化していきます。
　小学生の頃のように、男女分け隔てなく関われなくなったという喪失感を感じる子どももいます。
　異性との恋愛に悩んだり、男女交際を経験したりする子どもたちもいます。一方で、異性に恋愛感情
をもてず、悩む子どももいます。

対人関係の変化

　子どもたちは、自分のことは自分で決めたいという気持ちから、「放っておいてほしい」「口出ししな
いでほしい」などと言うこともあります。子どもが保護者をうっとうしく思うことや反抗的な態度を見せる
ことは、成長途中にある子どもにはごく普通にあることです。
　一方で、自分の力だけでやっていく自信はまだありません。大人に干渉されずに自分の思い通りにし
たいという自立心と、大人に甘えて頼りたいという依存心の間を行ったり来たりします。
　また、思春期は、これまで絶対だと思っていた大人の価値観に疑問を持つようになる時期
でもあります。

大人への気持ちの変化

　子どもの思春期は、保護者が子どもへの接し方を変える時期でもあります。
　思春期の子どもたちの課題の１つが親離れであるのと同時に、保護者も子離れをすることが課題とな
ります。
　思春期の子どもたちは、幼少期に比べると、自分のことは自分でできるようになっています。子どもの
成長に伴い、親の役割は、少しずつ「見守り」へと変化します。
　将来、子どもたちは独り立ちして親の手を離れることを前提に、保護者自身の生活を充実させていきま
しょう。

保護者も成長するとき

おわりに

子ども

中では
大きな変化

思春期

大人

※１　参考文献：河合隼雄（2013）こころの最終講義　新潮文庫

　思春期は幼虫から蝶に孵るのを待つさなぎに例えられます。※１

　外からは見えませんが、さなぎの中では幼虫というあり方から、蝶というあり方への大きな変化が起
こっています。その変化の器であるさなぎが壊れないように、大人たちは守っていくことが必要です。
　思春期の変化のエネルギーはとても大きいものです。それが暴走してしまう場合には、壁となってと
めることが大人の役割です。子どもたちの成長する力を信じて、見守り関わり続けることが大切です。

かえ






